
© Piccolare All rights 

researved.

社会は変えていけるのか？

～助成先団体とともに考える、NPOなどの民間支援活動の意味～

「ピッコラーレ」の取り組みから

赤い羽根福祉基金 第10回助成記念成果報告会

2025年11月10日

認定NPO法人ピッコラーレ 代表理事 助産師中島かおり
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子ども虐待による死亡事例等の検証結果等について
(社会保障審議会児童部会児童虐待等要保護事例の検証に関する専門委員会 第21次報告より) 

児童虐待死で一番多いのは、生まれたその日になくなる命

33人
0日→16人
（48.5%）

心中以外の
虐待死

56人

特定妊婦
児童福祉法：「出産後の養育について
出産前において支援を行うことが特に
必要と認められる妊婦」
2020年は8327人（厚生労働省）
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「にんしん」をきっかけに 誰もが孤立することなく
自由に幸せに生きていける社会 の実現を目指して

「にんしん」にまつわる全ての「困った」「どうしよう」に寄り添う

ビジョン

ミッション

私たちについて
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「この子が使える支援は何もない」

赤い羽根福祉基金 2020年度助成

事業名「居場所のない若年妊婦のためのワンストップ型支援事業」

事業①：困難な背景を抱える若年妊婦の居場所づくり

事業②：「若年妊婦にやさしい地域づくり」を目的としたワークショップ勉強会・開催（団体内外）

および若年妊婦の居場所運営に関する実践ガイド（仮）の制作

3年間の合計
1,908万円

【助成額】

2020年度 716万円

2021年度 768万円

2022年度 424万円
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HOMEのない妊婦のための

*・*・認定NPO法人ピッコラーレ✕ NPO法人PIECES・*・*

Wifiあります
つながる電話もあります

ルールは一緒に
嫌なことは嫌と言っていい

「あなたはどうしたい？」
「HOMEだったら？」

居場所を失った若年妊婦に「いつでもおいで」と言えるHOMEを作りたい
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女性
87％

男性
12％
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厚生労働省社会保障審議会児童部会社会的養育専門委員会、
厚労省の子ども家庭局制度改正のヒアリング、子ども家庭庁準備室のヒアリングを経て
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妊産婦等生活援助事業
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居場所のない若年妊婦のためのワンストップ支援

豊島区行政・民間支援団体等
交流会 30回 実施

3団体→8団体
共同勉強会 7回 実施

・豊島区における連携体制づくり（地域の妊産婦・母子を対象とした新たな拠点の展開）

・全国の仲間とのネットワークづくり

各地で取組む仲間と手を携えながら若年妊婦にとってのHOMEが日本中に生まれるための仕組みと文化をつくる
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資料集「社会的養育の推進にむけて（令和７年6月）こども家庭庁支援局家庭福祉課」より抜粋
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特定妊婦等支援機関ネットワーク形成事業全国フォーラム

開催日時：

2025 年12 月6 日（土）13:00～17:25 （開場： 12:30）
17:45～19:30 ：懇親会

2025 年12 月7 日（日）09:30～15:00（開場：9:15）

開催形式：対面とオンラインのハイブリッド

会場：東京ミッドタウン八重洲カンファレンス4F 
東京都中央区八重洲２丁目２−１（東京駅地下直結）
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2025年3月21日に豊島区が「豊島区における若者の居場所創出の促進に関する協定」をUR都市機構と締結
～若者支援団体と連携した空き家利用で若者の自立支援、地域活性化を実現～というテーマにより

ピッコラーレが東池袋に1拠点お借りできることとなった

「ステップハウス」としてぴさらの拡張機能を持つだけでなく、地域との交流拠点としていく予定
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新しい拠点「マハロ」
2025年3月21日に豊島区が「豊島区における若者の居場所創出の促進に関する協定」をUR都市機構と締結。～若者支援団体と連携した空き
家利用で若者の自立支援、地域活性化を実現～というテーマにより東池袋に1拠点お借りすることとなった（賃料なし）。「ステップハウス」
としてぴさらの拡張機能を持つだけでなく、地域との交流拠点としていく予定。
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「この子が使える支援は何もない」

赤い羽根福祉基金 2020年度助成

事業名「居場所のない若年妊婦のためのワンストップ型支援事業」

事業①：困難な背景を抱える若年妊婦の居場所づくり

2026年度 どちらの事業も拡充される予定

「居場所のない若年妊婦のためのワンストップ型支援事業」は
赤い羽根福祉基金の3年間のご支援によって社会を変える取り組みとなった

2024年度 改正児童福祉法にて妊産婦等生活援助事業に

事業②：「若年妊婦にやさしい地域づくり」を目的としたワークショップ勉強会・開催（団体内外）

および若年妊婦の居場所運営に関する実践ガイド（仮）の制作

2025年度 特定妊婦等支援機関ネットワーク形成事業に
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「にんしん」をきっかけに
誰もが孤立することなく

自由に幸せに生きていける社会 の実現を目指して
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